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古
代
猶
太
と
こ
L
A

に
一
辺
ふ
の
は
、
大
健
阿
紀
前
の
狛
太
を
指
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
世
と
近
世
の
猶
太
問
題
が
夫
々
に

特
色
彩
一
持
っ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
針
し
て
特
に
古
代
を
一
揖
し
て
考
察
す
る
の
が
便
宜
だ
か
ら
で
あ
る
。
併
し
よ
り
詳
し
〈
云

へ
ば
、
紀
一
冗
後
七
十
年
比
猫
太
の
首
都
エ
ル
サ
レ
ム
が
維
馬
軍
の
た
め
に
陥
落
し
、
そ
れ
以
後
図
は
全
〈
滅
び
て
離
散
白
民
と
在
っ

た
が
、
そ
の
時
以
前
を
指
し
て
云
ふ
の
で
あ
も
v

従
っ
て
そ
れ
以
後
の
猶
太
人
は
古
代
と
は
色
々
た
意
味
で
形
は
臭
っ
て
ゐ
る
け
れ

E
も
、
併
し
そ
の
本
質
に
於
て
は
勿
論
一
貫
し

た
も
の
が
あ
る
。
宗
教
上
、
政
治
上
、
文
化
上
、
経
向
上
の
色
々
な
問
題
に
は
、
線
ぺ
て
深
い
い
根
祇
と
遣
い
悶
叫
腕
と
が
あ
る
己
と
を

示
し
て
ゐ
る
。
い
ま
そ
り
一
々
に
つ
い
て
考
察
す
る
肢
は
な
い
が
、
た
い

h

己
t
A

に
彼
ら
の
集
閣
的
・
連
帯
的
左
存
在
或
は
共
同
般
的

友
在
り
方
L
」
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
ピ
も
、
そ
れ
が
偲
令
さ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
必
然
さ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
モ
己
に
は
徐

程
深
い
凶
縁
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
は
容
易
に
想
像
ヨ
れ
る
。
ま
た
宗
教
的
に
見
て
も
、
今
日
所
謂
猶
太
数
・
基
督
教
・
同
々
裂
の

三
者
は
何
れ
も
こ
の
古
代
狛
太
白
宗
教
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
乙
と
が
出
来
る
。
用
調
狛
太
教
と
は
、
大
慨
猶
太
人

の
ハ
ピ
ロ
ン
捕
凶
以
後
護
迷
し
た
も
り
で
必
る
か
ら
、
紀
活
前
五
八
六
年
以
後
、
即
ち
古
代
狛
太
と
こ

L

K
一
括
し
て
ゐ
る
時
期
白

倍
程
後
期
に
営
る
頃
古
摂
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
猶
太
教
は
も
今
日
た
民
世
界
の
離
散
狛
太
人
の
多
く
む
も
の

K
信
奉
さ
れ
て
ゐ

三浦新 b博士、「才、殺を通じて見たる古向指定自国民性」向車師究第巷第
競二八頁参照。 M~x- Weber (0-Das antike Judentum， G. A. R. I1I， S.I-400 
は大盤パモぞロシ捕囚前まで。



る。

(ι

ん
も
猶
太
人
に
し
て
基
督
教
に
同
宗
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
が
。
)
次
に
基
替
教
は
、
紀
尤
一
世
紀
以
後
起
う
た
も
の
宇
一
あ
る

が
、
ぞ
れ
は
狛
太
の
地
に
生
れ
、
猫
太
教
の
何
ら
か
の
影
響
の
下
に
育
っ
た
と
と
は
一
立
ふ
ま
で
も
友
い
。
教
義
の
内
容
に
於
て
は
新

し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
期
白
溌
速
に
於
て
は
却
っ
て
割
立
的
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
ま
た
悶
々
教
は
紀
↓
児
後
七
位
紀
頃
か
ら
起

っ
た
が
、
加
し
れ
は
狛
太
敬
、
基
替
教
の
直
接
的
文
は
間
接
的
な
影
響
主
受
け
た
。
殊
に
そ
の
後
生
が
ア
ラ
ビ
ア
の
沙
漠
に
於
で
ピ
あ

る
と
天
ふ
と
と
は
、
よ
り
一
厨
猶
太
穀
或
は
古
代
狛
太
の
宗
教
に
関
聯
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
と
云
は
た
け
れ
ば
在
ら
ね
。
要
之
、
今

日
位
外
白
三
大
宗
教
が
何
れ
も
と
の
古
代
猶
太
の
宗
教
に
閥
聯
が
あ
る
と
五
は
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
所
謂
ザ
径
約
聖
書
は
と
の
一
古
代
治

太
の
宗
教
の
信
仰
、
精
神
、
及
び
出
来
事
を
記
冴
枕
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
の
大
部
分
が
何
れ
も
今
日
た
ほ
=
一
大
宗
教
の
共
通
の
宗

典
と
在
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
で
も
わ
か
る
と
忠
ふ
。

己
白
様
友
意
味
を
持
っ
て
ゐ
る
古
代
猶
太
の
、
特
に
共
同
般
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
忠
ふ
の
で
あ
呂
が
、
そ
れ
に
は
先
づ
そ
の

成
立
と
い
ふ
問
題
、
却
ち
古
代
狛
太
白
共
同
値
的
在
り
方
が
何
時
、
如
何
様
に
し
て
時
出
生
し
た
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
根
祇
に
あ

り
且
っ
そ
の
後
の
生
成
の
途
上
に
常
に
こ
れ
を
支
へ
た
も
の
は
何
ん
で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
忠
ム
。

モ
ー
ゼ
の
山
山
壊
及
(
和
元
前
一
四
四
五
午
前
後
か
)
の
前
と
後
と
に
な
る
と
山
山
ム
。

古
代
猶
太
と
一
百
ふ
り
を
大
雪
〈
二
つ
に
分
け
れ
ば
、

同
域
及
の
直
ぐ
後
に
於
て
古
代
約
太
の
共
同
慌
が
明
確
に
成
立
し
た
と
忠
ふ
が
、
併
し
そ
れ
以
前
の
長
い
時
期
に
疋
っ
て
弐
第
に
準

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
一
ム
ム
士
で
も
泣
い
。
殊
に
ア
プ
ラ
ハ
ム
や
ヤ
コ
プ
の
頃
に
一
段
の
設
展
を
示
し
た
と
と
も
見
ら
れ
る

併
し
そ
れ
は
や
は
り
準
備
D
時
代
で
あ
っ
た
。
出
域
及
の
以
後
.
古
代
猶
太
の
歴
史
は
大
関
三
段
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
ア
ラ
ピ

勾

7
の
沙
漠
を
背
影
に
し
、
モ

1
ぜ
を
そ
の
指
導
者
と
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
ム
一
不
族
の
民
族
的
共
同
慨
白
成
立
の
一
時
期
で
あ
る
。
第
二
は
カ

的

品
ツ
ン
農
業
丈
化
を
背
影
と
し
、
士
師
或
は
ダ
ピ
ナ
、
ソ
ロ
モ
ン
等
を
統
率
者
と
す
る
政
治
的
図
案
白
成
立
白
時
期
、
第
三
は
柿
囚
前

後
か
ら
、
パ
ピ
ロ
ン
、
ペ
ル
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
マ
等
外
岡
の
政
治
的
、
丈
化
的
影
響
を
受
け
、
商
業
的
都
市
生
活
の
背
影

F
に

古
代
猶
大
共
同
睡
り
成
立

壊
五
十
三
巻

大z

カa

第
三
曲

ブb

描太鼓は比の井に Talmud)J{ Mi.dra品，基督歓は新約聖書、阿ゐ華社は Koran
を持つでゐる。
津野順一氏、「葺ずj車書 l八八頁参照。この外にB.C.1220年設がある。
仁f.T. H. Robinson; A Histoηof Israel， Vol. 1， 1932， p. 71世
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第

競

九

こ
れ
ら
の
期
聞
を
通
し
、
ま
た
最
一
初
狛
太
共
同
棋
を
成
立
さ
せ
た
根
抵
的
な
傑
件
と
一
五
っ
た
も
白
は
、
大
関
二
つ
の
方
面
か
ら
考

、、

P

摂
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
づ
自
然
的
方
耐
か
ら
、
特
に
地
体
制
と
血
縁
と
に
つ
い
て
。
次
に
は
宗
教
的
方
耐
か
ら
ロ
そ
し
て
と
の
後
者
は

前
者
上
り
も
よ
り
中
心
的
左
京
要
さ
を
持
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。

自

然

的

古
代
猶
太
の
諸
族
印
ち
イ
ス
フ
エ
ル
民
朕
が
生
活
し
且
つ
移
動
し
た
地
域
は
、
大
き
く
云
へ
ば
亜
細
亜
・
欧
雑
巴
-

亜
弗
利
加
の
三
大
陸
の
接
合
地
却
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
韓
ア
ラ
ビ
ア
の
大
沙
漠
と
そ
の
北
溢
を
束
聞
に
犬
き
〈
阿
る
半
円
形
の
農
耕

生也
線

地
帯
と
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
東
チ
グ
リ
ス

-
A
1
7
ラ
テ
ス
雨
河
の
流
域
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
平
原
と
、
四
ナ
イ
ル
河
の
流
域

按
及
白
平
原
と
を
結
ぶ
細
い
帯
D
様
在
地
帯
で
あ
る
。

ア
ラ
ピ
ア
大
沙
漢
は
、
ペ
L

M

V

ア
描
聞
と
紅
海
と
に
挟
士
れ
た
約
一
-
一

O
O千
万
哩
の
方
形
的
半
島
の
大
部
分
を
占
め
る
。
そ
の
東

西
の
海
岸
地
帯
に
幾
傑
か
白
山
脈
が
南
北
に
走
る
が
、
そ
れ
か
ら
海
岸
ま
で
の
僅
か
の
地
域
主
除
い
て
は
大
部
分
不
毛
の
高
原
で
あ

る
。
た
N
h

僅
か
忙
そ
白
中
に
鮪
々
と
し
て
検
地
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
己
れ
に
反
し
て
、
そ
の
周
闘
に
取
巻
〈
農
…
耕
地
帯
は
何
れ
も

堅
持
院
友
土
地
で
、
古
来
早
〈
か
ら
文
化
が
開
け
た
。
こ
む
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
域
及
と
を
繋
ぐ
一
僚
の
地
帯
の
閲
寄
り
、
帥
ち
地
中
海

に
沿
っ
た
と
こ
ろ
が
パ

ν
ス
チ
ナ
と
云
は
れ
、
殊
に
も
狭
い
。
幅
員
の
最
も
狭
い
慮
は
東
西
二

O
哩
、
最
も
府
い
底
で
も
六

O
閉山忙

過
ぎ
左
い
。
ヨ
ル
ダ
Y

渓
谷
以
西
の
国
積
は
、
我
が
闘
の
四
闘
よ
り
も
小
さ
い
と
云
ム
。
而
も
そ
の
巾
央
に
山
脈
が
縦
走
し
、
山
岳

H
陵
は
幾
重
に
も
起
伏
し
て
ゐ
る
。
平
原
は
僅
か
に
酉
寄
り
の
拾
岸
地
帯
と
山
脈
以
来
の
ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
と
だ
け
で
あ
る
。
而
も
と

の
ヨ
ル
ダ
ン
孫
、
容
は
、
世
界
最
低
の
地
と
和
せ
ら
れ
、
そ
己
の
死
海
は
地
中
繰
り
務
附
よ
り
一
九
二
九
吹
も
低
い
止
云
ム
。
と
の
低

B.c. 1450年町から、同11100年間(カナシ侵入)，愛で。
B.c. 1400年頃から、同721年(北イスラエル滅亡)頃主で。
B.C 721年頃から、 A.D.70年(ユグ滅亡)頃撃で。
間違繭l!lJ氏、「瓶詰奮約地誌」三O頁。
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い
地
峡
か
ら
、
併
し
な
が
ら
北
方
を
望
む
な
ら
ば
四
時
雪
を
戴
く
へ
ル
モ
ン
山
(
栴
抜
九
三
八
三
呪
)
が
見
え
る
と
一
χ
ふ
。
か
ミ
る
地
勢

に
あ
っ
て
は
気
候
の
境
化
も
幾
様
で
る
っ
て
、
従
っ
て
動
物
や
植
物
に
し
て
も
寒
帯
・
温
帯
・
熱
帯
白
殆
ん
ど
綿
ペ
て
の
も
の
が
生
育

す
る
僚
件
を
備
へ
て
ゐ
る
と
一
三
。
豊
田
に
も
「
舎
の
時
に
下
り
て
穴
の
巾
に
て
ゆ
γ

れ
を
撃
殺
せ
凸
と
あ
る
位
で
あ
り
・
正
に

全
世
界
の
縮
閥
的
地
形
で
あ
る
。

か
L
る
一
一
概
異
様
た
る
、
不
思
議
た
る
地
勢
に
あ
っ
ナ
一
古
代
猶
太
の
共
同
般
が
生
成
し
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
杭
め
て
興
味

深
い
。
殊
に
と
の
狭
い
地
帯
を
通
っ
て
古
来
幾
多
目
民
族
、
政
治
、
丈
化
、
軍
隊
、
商
人
が
往
来
し
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味

に
於
て
陸
橋
主
主
ふ
に
油
は
し
い
。

古
代
納
太
剖
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
む
逗
昔
先
組
は
、
ア
ラ
ビ
ア
の
大
沙
漠
か
ら
出
た
セ
ム
人
種
白
一
種
で
あ
る
と
い
ム

セ
ム
人
種
は
初
め
ア
ラ
ビ
ア
に
在
っ
た
が
、
沃
地
を
求
め
て
東
西
に
移
動
を
初
め
た
。
モ
の
移
動
白
大
き
な
も
の
は
、
紀
元
前
に
於

て
犬
慨
四
阿
あ
る
。
第
一
同
は
紀
一
万
品
川
二
一
十
五
世
犯
の
パ
ザ
ロ
ヱ
ア
移
住
閣
で
、
と
れ
は
東
北
に
往
曹
、
第
二
同
は
紀

A

玉
川
二
十
五

血
縁

世
紀
の
ア
モ
り
、
カ
ナ
ン
移
住
闘
で
、
と
れ
は
閏
に
往
昔
所
謂
カ
ナ
ン
人
の
先
阻
と
た
っ
た
。
第
一
一
一
同
は
ア
ラ
ム
移
住
闘
で
、
と
れ

は
紀
元
前
十
五
世
紀
に
初
め
北
に
往
昔
、
そ
れ
か
ら
西
市
K
下
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
む
党
艇
は
と
心
中
に
あ
る
。
第
四
同
は
紀

て
へ
ア
族
、

冗
前
五
世
紀
白
ナ
パ
デ
ヤ
移
住
閣
で
あ
る
。

己
れ
ら
の
セ
ム
人
種
移
住
閣
か
ら
し
て
後
に
、

ヱ
チ
オ
ピ
ア
族
、
ア
ラ
ピ

ア
族
、
パ
ピ
ロ
ニ
ア
族
(
古
代
バ
ぜ
ロ
一
一
ア
張
、
?
ツ
シ
リ
ア
族
、
ヵ
ル
デ
ヲ
族
を
合
む
)
、

ア
ラ
ム
族
(
メ
ソ
ポ
タ
さ
ア
族
、
フ
Z

Z

キ
ア
旋
を
告

む
)
、
査
庁
ヒ
プ
ル
族
(
ヒ
プ
ル
族
、
モ
ア
プ
族
、

Z

V

A

族
を
合
む
)
等
が
費
生
し
た
。

と
れ
ら
白
巾
ア
ラ
ム
族
及
び
ヒ
プ
ル
族
を
含
む
第
三
岡
山
ア
ラ
ム
移
住
聞
は
、
紀
一
光
前
二

0
0
0年
頃
か
ら
遅
く
と
も
前
一
五

0

0
年
頃
ま
で
に
移
住
し
、
初
め
パ
ピ
ロ
ン
の
東
方
キ
ル
忙
住
。
た
が
、
師

K
先
住
の
同
族
が
あ
っ
た
の
で
、
比
九
に
「
ウ
ル
し
の
一
地
に

宇
一
り
、
後
に
更
に
西
北
に
進
ん
だ
、
そ
の
中
ヒ
プ
ル
族
は
更
に
南
下
し
て
カ
ナ
ン
む
地
に
ト
ぃ
着
し
た
が
、
そ
の
主
在
る
も
の
は
7
プ

古
代
猶
大
共
同
悼
の
成
立

第
五
十
三
番

九

ロヨ

第

披

即
応参頁凹」史族民ルラスイ
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副

司
明
却

設
J

エ
善
記
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ザ
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古
代
指
大
共
同
陸
の
成
立

第
五
十
三
巻

第

競

凹

九
l'~[ 

ラ
ハ
ム
を
族
長
と
す
る
ア
プ
ラ
ハ
ム
肢
で
あ
る

3

こ
れ
は
ア
ヲ
ム
移
住
問
中
で
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
族
長
白
子
イ
サ
ク
、
ま

た
孫
ヤ
コ
プ
の
代
に
な
り
、
遂
に
ヤ
コ
ブ
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」

(
H
2
5】
)
と
改
名
す
る
こ
と
に
な
っ

h
。
己
れ
は
同
時
に
ヤ
コ
プ
族
心

一
段
り
護
展
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
字
義
的
に
は
「
柿
勝
う
」
ま
た
は
「
神
支
配
す
」
と
云
ム
意
味
で
あ
初
。
従
っ
て
こ
i
A

に
一
段
と
紳
と
の
直
接
的
な
交
り
に
入
れ
ら
れ
、
手
の
支
配
下
に
立
っ
た
、
印
ち
こ
h
A

に
相
首
堅
い
、
新
し
い
的
し
素
朴
的
な
宗
教

的
共
同
悼
の
段
階
に
這
入
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
己
の
ヤ
コ
プ
族
印
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
周
聞
に
傍
系
の
同
族
が
居

る
と
と
i
h

な
っ
た
。
即
ち
ヨ
ル
ダ
ン
白
束
、
ア
ル
ノ
ン
河
の
以
北
は
ア
ン
モ
シ
族
、
ア
ル
ノ
ン
河

D
以
南
は
モ
ア
プ
族
、
そ
の
更
に

前
に
は
ェ
ド
ム
族
が
ゐ
た

U

そ
の
外
に
は
な
ほ
傍
系
と
し
て
、
ジ
ム
ラ
ン
、

ユ
ワ
の
六
族
が
む
く
に
あ
っ
た
。
ヨ
ク
シ
ャ
ン
の
干
シ
バ
ム
」
デ
ダ
y
の
雨
放
は
南
ア
ラ
ビ
ア
に
王
闘
を
建
て
、
ミ
デ
ア
ン
族
は
ケ
一
↑

ヨ
ク
P

ヤ
ン
、
メ
ダ
ン

ミ

J
7

ア
ン

イ
シ
パ
ク

人
と
し
て
知
ら
れ
、

シ
ナ
イ
山
の
近
仰
に
あ
り
、
後
モ

1
ゼ
に
従
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
と
倣
め
て
同
官
接
友
関
係
に
這
入
っ
た
。
在
ほ
と

の
外
に
も
イ
シ
マ
エ
ル
族
と
い
ム
の
が
あ
っ
た
。

と
K
か
く
イ
ス
ラ
エ
ル
と
一
エ
ム
の
は
、
ヤ
コ
ブ
直
系
の
一
諸
放
を
合
め
た
も
り
で
あ
る
。
そ
の
諸
族
は
普
通
十
二
支
族
あ
っ
た
と
し

(誰
V

て
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
内
藷
は
時
代
に
よ
り
揚
庭
に
よ
っ
て
少
し
く
遣
っ
て
ゐ
る
。
相
し
大
慨
は
、
ま
づ
己
れ
を
大
き
く
四
つ

V
L

分
け
て
、
第
一
は
レ
ア
族
と
云
ひ
、
そ
れ
に
ル
ペ
ン
、

ユ
ダ
、
イ
ツ
サ
カ
ル
、
ゼ
プ
ル
ン
の
六
族
を
合
め

シ
メ
オ

γ

、
レ
ピ
、

第
二
は
ラ
ケ
ル
族
と
一
五
ひ
、
そ
れ
に
ヨ
セ
フ
ム
ベ
ニ
ア
ミ
ン
の
二
族

E
、
第
三
は
ピ
ル
ハ
族
と
云
ひ
、
ダ
ン
と
ナ
フ
タ
リ
の
二
族
を

第
四
は
ゼ
ル
パ
族
と
一
百
ひ
、
ガ
下
、
ア
セ
ル
の
二
族
を
土
人
々
合
む
も
の
と
す
る
。

謹
イ
ス
ラ
エ
ル
の
十
二
支
族
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
と
の
外
に
大
き
〈
二
つ
に
分
け
て
、
静
一
は
ル
ベ
ン
、
シ
メ
オ
ン
、
レ
ぜ
、
ュ
グ
の
問
族
、
と
ゼo-

プ
ル
ン
、
ナ
フ
タ
リ
、
ガ
ド
、
ア
セ
ル
の
四
族
と
を
合
み
第
二
は
ヨ
セ
フ
と
ベ
ユ
ア
ミ
シ
且
び
イ
グ
サ
カ
ル
と
グ
シ
の
凹
族
ー
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

9
 

イ
ス
ラ
ヱ
ル
の
歴
史
に
従
ふ
と
、
ま
づ
沙
協
に
於
け
る
生
活
、
聞
ち
車
所
の
天
幕
在
中
央
に
十
二
支
放
が
配
置
さ
れ
た
と
と
が
塾
附
さ
れ
て
あ
る
。
尤
も

と
れ
は
恐
ら
〈
紀
元
前
王
世
紀
閣
の
祭
司
法
典
記
者
が
何
ら
か
の
資
料
(
多
介
エ
ぜ
キ
エ
ル
苦
)
に
披
っ
て
喜
い
た
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
離
符
に
出
現 :ン

創世記、 32:28. 6) 浅野前掲、凹主頁。
E. B. Cross; The 1王ebrewFaI~llly， Chicago， 1927， p. 86 f. 
Rubin"on i ibid， p. 60. 9) 民監来日時、 2 フ 3

イ.=ス・カープ、「密約丈畢概論」九O頁。

5) 
7) 
8) 
10) 



正
直
後
の
扶
盟
を
示
す
も
の
と
一
再
ふ
こ
と
は
同
高
な
い
。
併
し
其
庭
に
掲
げ
ら
れ
た
支
族
の
名
を
師
事
げ
る
と
、
事
所
の
東
に
イ
ツ
サ
カ
ル
、
ユ
グ
、
ゼ

プ
ル
ン
、
南
に
ジ
メ
オ
シ
、
ル
4

ン
、
ガ
ド
、
西
に
ペ
=
ア
さ
ン
、
ヱ
プ
ラ
イ
ム
、
マ
ナ
セ
、
北
に
ナ
フ
タ
リ
、
ダ
シ
、
ア
セ
ル
の
は
上
十
ご
族
、
な

ほ
そ
れ
に
じ
ぜ
族
(
ヨ
ハ
テ
、
ゲ
ル
ジ
ヨ

ν
、
メ
ヲ
リ
の
三
族
と
ア
ロ
シ
の
子
撞
)
が
あ
っ
た
。

J

カ
ナ
シ
の
捕
に
這
入
っ
て
か
ら
、
例
へ
ば
士
師
時
代
(
紀
元
前
十
二
世
和
頃
)
の
女
預
言
者
一
ア
ポ
ラ
の
献
に
は
、
ユ
グ
、
シ
メ
オ
シ
、
ヨ
セ
フ
、
レ
ピ

の
凹
族
の
名
が
な
い
。
そ
れ
は
レ
ピ
旋
は
特
別
な
も
の
・
と
さ
れ
.
ヨ
セ
フ
族
は
既
に
エ
7
-
7

イ
ム
と
マ
ナ
セ
の
二
族
に
分
れ
た
。
シ
メ
オ
シ
は
早
〈
泊

。
J

ぇ
、
ュ
グ
は
蝿
立
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
和
一
五
前
十
一
世
紀
の
「
ヤ
コ
プ
の
蹴
一
一
耐
」
に
は
、
マ
ム
ア
セ

Z
Z
プ
ラ
イ
ム
の
代
り
に
今
度
は
ヨ
セ
フ
が
出
て
ゐ

4
 

る
O

玄
た
紀
元
前
九
百
年
頃
白
「
モ
T

セ
町
制
隔
L
M
は
、
ジ
メ
オ
ン
を
陪
〈
十
三
族
の
名
が
事
げ
で
あ
る
1
0

そ
の
後
主
朝
が
立
っ
て
士
民
族
が
統
一
さ

れ
た
が
、
ま
た
南
北
に
分
れ
た
。
そ
し
て
北
イ
ス
ラ
エ
ル
闘
は
十
放
か
ら
成
っ
て
ゐ
た
が
、
杷
一
冗
前
七
二
一
年
に
は
亡
び
た
。
ま
た
南
の
ユ
ダ
は
同
五

λ
λ

年
に
圏
、
と
し
て
は
亡
び
た
。
そ
り
後
、
預
言
者
ヱ
ぜ
キ
エ
ル
が
イ
ス
ラ
エ
ル
王
闘
の
僧
興
を
幻
の
中
に
書
い
た
が
、
そ
白
中
に
は
、
全
づ
レ
ピ
を

中
心
に
、
北
に
は
ユ
グ
、
ル
ベ
ン
、
ヱ
ア
ラ
イ
ム
、
マ
ナ
セ
、
ナ
プ
タ
リ
、
ア
セ
ル
、
ダ
ン
の
七
肱
を
置
さ
、
南
に
は
ベ
ェ
ア
さ
ン
、
シ
メ
オ
ン
、
ィ
ッ

5
 

1
 

サ
カ
ル
、
ゼ
プ
ル
シ
、
ガ
ド
の
王
族
を
世
い
た
こ
と
が
あ
る
。

と
れ
ら
の
十
二
支
族
が
、
全
部
モ

1
ゼ
の
出
域
及
に
従
っ
た
の
で
な
い
こ
と
は
前
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
一
セ

l
ゼ
は
ラ
ケ
ル
族
中

心
ヨ
セ
フ
族
白
出
で
あ
る
が
、
と
れ
が
国
最
も
勢
力
の
あ
っ
た
巾
心
的
支
族
で
あ
っ
た
。
伎
が
山
川
填
及
に
際
し
て
は
、
己
の
外
に
レ
ア

朕
と
一
緒
に
な
っ
た

U

が
そ
れ
以
後
、
各
地
に
進
軍
す
る
に
従
っ
て
諸
族
が
参
加
し
来
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
阜
に
イ
ス
ラ

エ
ル
族
内
部
の
も
の
h

み
で
は
な
ぐ
、
例
へ
ば
傍
放
の
ミ
デ
7

ン
族
・
ケ
ニ
人
が
特
に
親
し
く
同
盟
の
閥
係
に
入
一
ツ
た
と
云
ふ
と
と

な

E
も
あ
る
。
併
し
己
れ
ら
諸
民
族
の
間
が
比
較
的
親
し
い
闘
係
忙
あ
っ
た
の
は
、
僅
か
に
外
敵
に
針
ず
る
と
か
、
宗
教
的
に
共
通

白
感
情
が
あ
る
と
か
一
五
ふ
揚
合
に
一
あ
っ
た
の
で
る
う
て
、
そ
れ
以
外
に
は
や
は
り
民
族
間
の
手
ひ
は
桜
め
て
劇
烈
で
あ
っ
た
ゃ
う
で

あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
取
う
て
世
々
の
敵
と
な
っ
た
ア
マ
レ
ク
人
あ
り
可
エ
ド
ム
、
モ
ア
プ
等
と
は
幾
度
一
戦
っ
た
こ
と
で
あ
る
か
。

な
ほ
イ
ス
ラ
エ
ル
同
族
問
で
も
、
互
に
激
し
い
疾
悶
闘
争
主
演
じ
た
乙
と
幾
度
か
数
ふ
る
己
と
も
出
来
た
い
。

か
L
A

る
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
性
格
は
、
一
言
に
し
て
一
エ
ム
た
ら
ば
複
雑
で
る
る
。
「
矛
盾
の
束
」
と
云
ム
言
葉
が
よ
〈
官
て
は
ま

古
代
縮
大
共
同
醸
の
成
立

凹

呂町=一蹴

先
孟

第
五
十
豆
笹

12) 創世、 49. 13) 申命司、 33
'5) ゼキ z ル書、 47 円以下。

'7l 技法、前掲、二二頁。

士師記 5
渡没、前掲、九王頁。
出瞳及記、 17:8 
同上、二三頁。
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古
代
指
大
共
同
燈
の
成
4

第
五
十
=
一
審

大」

〆、

第
=
一
競

四
回

る
。
奇
激
な
る
自
然
の
環
境
、
外
園
文
化
の
影
響
、
軍
事
的
侵
入
、
政
治
的
統
略
、
或
は
捕
凶
さ
れ
、
或
は
離
散
し
た
、
飴
り
に
も

多
い
試
み
D
運
命
で
あ
っ
た
。
浮
昔
世
の
荒
浪
は
嘗
め
査
し
た
と
い
ム
視
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
民
族
的
性
格
に
は
極
め
て
陰
影
が

濃
い
。
元
来
沙
漠
の
民
は
激
烈
苛
隣
友
自
然
に
耐
え
た
の
で
あ
っ
た
。
か
t
A

る
建
命
は
愈
士
宅
の
性
格

E
、
割
目
の
多
い
、
忍
耐
深

い
H
つ
希
望
に
燃
え
し
め
た
複
雑
在
性
格
を
作
っ
た
。
云
は
ピ
苦
弊
人
の
性
格
で
あ
る
白
肉
感
的
で
あ
り
乍
ら
、
極
め
て
敬
度
、
驚

く
べ
き
忍
耐
と
服
従
の
力
を
持
ち
左
が
ら
、
時
に
急
激
%
品
費
作
に
よ
る
搾
活
性
。
級
耐
有
た
頭
脳
を
持
ち
な
が
ら
、
時
に
猫
創
を
般
き

客
観
的
で
あ
り
友
が
ら
、
時
に
極
め
て
主
観
的
で
あ
る
。

か
h

る
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
特
質
を
更
に
概
括
し
て
示
す
左
ら
ば
、
第
一
に
民
族
的
で
あ
る
と
と
‘
削
ち
共
同
的
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
は
宗
敬
的
で
あ
る
と
ん
」
。
民
族
的
・
共
同
的
で
は
あ
っ
て
も
、
政
治
的
で
は
友
い
。
第
二
正
は
賓
践
的
・
具
慨
的
で
あ
っ
て

歴
史
を
重
ん
じ
、
体
統
争
命
ぶ
己
と
な

E
が
事
げ
ら
れ
よ
う
。

'三ァ
万てZ

数

的

か
く
て
古
代
猶
太
白
共
同
酬
帽
を
成
立
さ
せ
た
他
白
保
件
に
つ
い
て
、
宗
教
的
在
方
面
か
ら
見
る
こ
と
が
概
め
て
大
切
で
あ
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
白
民
は
云
は
ピ
流
浪
の
民
で
あ
る
。
そ
り
初
め
は
ア
ラ
ビ
ア
の
沙
漠
に
、
そ
れ
か
ら
北
し
西
し
て
途
に
挨
及
に
至
り
、
更

に
そ
己
主
逃
れ
て
再
び
沙
漠
に
腕
へ
り
、
カ
ナ
ン
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
農
耕
地
に
入
り
、
玉
岡
主
建
て
た
と
忠
ふ
聞
に
ま
た
分
裂
し
、

北
は
ア
ツ
シ
リ
ア
に
、
南
は
パ
ピ
ロ
一
一
ア
に
夫
々
柿
囚
の
運
命
に
遭
ひ
、
再
び
師
へ
れ
ば
、
ベ
ル
シ
了
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
マ
等
の
支

配
を
交
け
、
建
に
滅
ぼ
さ
れ
て
世
界
の
離
散
白
民
と
な
り
、
今
日
な
ほ
此
の
欣
態
を
継
模
し
て
ゐ
る
と
式
ム
、
歴
史
上
ま
れ
に
兄
る

悲
運
・
不
可
思
議
怠
る
民
族
で
あ
る
。
近
年
の
狛
太
人
排
斤
も
仲
々
激
烈
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
中
世
白
迫
害
と
較
べ
れ
ば
物
の
数

で
も
た
い
。
而
も
た
ほ
今
日
か
く
も
抜
吉
難
い
勢
力
を
持
っ
て
ゐ

Z
の
は
如
何
た
る
酌
貯
で
あ
る
か
。
そ
れ
に
は
色
々
校
理
由
も
あ

Johannes Hempel; Da!o Ethos des Allen Testaments， Berlin， 1938， S. 87 f 
木下哲太郎氏、「ユダヤ民族迫害史」参照。
「勝利1的JlJtur祭制的」なる言葉は、和辻哲郎博士「尊皇思想とそり博統J(岩世
講座、倫理革、第一巻四C頁}から借りた。蓋L最もよ〈古代猶太心共同障を
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る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
宗
教
に
よ
る
共
同
閥
的
十
代
り
方
の
喝
さ
に
依
存
す
る
己
と
が
多
い
と
い
ふ
こ
と
が
山
来
よ
う
σ

そ
白

宗
教
と
は
何
か
。
そ
れ
は
狛
太
教
で
あ
る
。
猶
太
教
は
古
代
治
太
の
桜
〈
後
期
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
古
代
猶
太
白
大
半

を
流
れ
た
宗
教
思
想
と
は
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
併
し
そ
れ
を
承
け
繕
い
だ
も
の
も
多
い
。
か
く
て
古
代
狛
太
の
宗
教
性
は
重
要
で

あ
る
。
古
代
猪
木
の
共
同
慨
は
云
は
Y
精
神
的
共
同
慌
で
あ
っ
て
、
草
た
る
生
活
的
共
同
慌
で
は
な
い
。
ま
た
祭
杷
的
共
同
慌
で
あ

っ
て
、
車
た
る
道
義
的
共
同
慌
で
な
い
と
云
ム
己
と
が
川
来
よ
う
。

か
t
A

る
祭
紀
的
共
同
健
主
見
る
に
は
、
ま
づ
柿
が
中
心
と
友
り
、
突
に
そ
れ
と
如
何
程
る
閥
係
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
に

左
る
の
で
あ
る
。
イ
λ

ラ
ヱ
ん
に
於
て
紳
と
は
寸
ヤ

I
ウ
エ
」
(
〈
P
F
5
r
)
で
あ
る
。
そ
と
で
、

ヤ
ー
ウ
エ
柿
イ
ス
ラ
エ
ル
の
先
粗
ヤ
コ
プ
が
、
ヤ
ボ
ク
の
渡
し
で
柿
に
遊
ひ
、
「
イ
ス
ラ
エ
ル
一
の
名
を
賜
っ
た
が
、
そ

れ
が
イ
ス
フ
エ
ル
で
、
帥
ち
「
エ
ル
紳
支
配
す
」
で
あ
っ
た
。
エ
ル
紳
と
い
ム
の
は
、
併
し
恐
ら
〈
セ
ミ
チ
ッ
ク
族
一
般
に
川
ひ
ら

( 

ー
) 

れ
た
一
押
表
示
で
あ
る
と
も
云
は
れ
る
。
従
っ
て
厳
密
に
は
未
だ
イ
ス
ラ
エ
ル
白
神
と
し
て
の
名
は
明
確
に
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
モ
ー

ぜ
が
紀
一
右
前
十
五
世
紀
に
、
ア
フ
ピ
ア
の
凶
北
シ
ナ
イ
山
に
於
て
「
ヤ

1
ウ
ヱ
紳
」
に
接
し
た
と
い
ム
。
併
し
と
白
と
き
も
明
確
に

名
前
を
指
示
し
た
と
は
云
へ
た
い
。
た
い
お
「
我
有
り
と
い
ふ
者
」
つ
堅
苦
r)、
ま
た
は
「
我
は
有
り
て
在
る
者
た
り
」
(
，

E
q
m
r
-
E
E

d
}
4
0
V
)
(
出
境
且
一
一
一
-
一
回
)
と
云
ふ
の
み
。
聖
書
に
於
て
は
}
「
毛
『
を
以
て
指
示
し
て
あ
る
の
を
、
慣
り
に
今
H
「ヤ

1
ウ
エ
」

(
E
y
g
m
E
)

と
設
昔
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

珪
へ
プ
ル
語
奮
約
聖
書
に
は
、
可
1
F
1
司
1
H
H

の
下
に
司
〉
E

Z

H

(
主
)
の
下
段
母
普
符
視
が
附
し
で
あ
る
。
(
と
札
は
十
六
世
紀
か
己
主
も
一
Z
L
。)そ

れ
で
従
来
「
エ
ホ
パ
」
(
〈
岱
巾
毒
性
)
と
積
ん
だ
が
、
そ
れ
は
譲
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
マ
V
I
a
-
F

に
他
の
語
の
母
音
符
挽
が
附
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
か
。
そ
れ
は
恐
ら
〈
、
モ
1
ゼ
十
誠
に
も
あ
る
如
(
.
「
放
の
紳
エ
ホ
パ
の
名
を
妄
に
口
に
あ
「
べ
か
ら
ず
」
に
よ
っ
て
、
普
担
に
は
こ
れ
を
精
ぷ

を
蝉
っ
た
出
た
ピ
大
祭
司
自
み
が
至
翠
所
に
あ
う
で
そ
れ
を
話
す
こ
と
が
出
来
た
と
も
云
ふ
。
従
っ
て
そ
白
停
承
は
恐

b
f
大
祭
司
の
家
果
に
り
み
博

え
ら
れ
た
白
で
あ
る
が
、
或
は
大
迫
害
の
た
め
に
、
そ
れ
が
中
組
さ
れ
て
し
ま
ひ
、
た
め
に
不
明
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
も
一
耳
ふ
。

古
代
猶
太
共
同
挫
の
成
立

第
五
十
三
巻

四
支王

第一一一椀

ブL
-b 

も示す言葉だからである。 古代猶大と我岡上代ξ由比較は別の槽官に言寄る。
創世、，，2:28. 41 出境及、 20:7. 
A. B. DllV池田、 G吋 (H酎 tings;Dictionary of the Bible U， p. 199.)手塚
俄-~[I民謀、「奮約聖書神翻」回一、二頁参照。

3) 
5) 



古
代
指
大
北
同
債
の
成
立

第
五
十
一
一
一
巻

九
ノ、

凹
プす

第

披

京
た
理
~
苦
に
は
酬
を
示
ず
に
多
く
「
ヤ
l

ウ
エ
・
エ
ロ
ヒ
I

ム
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
「
エ
ロ
ヒ
1

ム」(凶
T
E
g
)
は
、
「
ヱ
ル
」
の
複
駐
形
で
あ
る
。

、

、

、

エ
ル
は
先
き
に
も
示
し
た
で
つ
に
、
セ
さ
チ
ヴ
ク
族
に
庚
〈
川
ひ
ら
れ
た
帥
の
呼
端
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
ら
の
神
を
同
ピ
f
衰
は
す
に
違
ひ
な
い
。
併

、、.

L
何
故
被
敷
形
む
乙
用
ひ
る
の
で
あ
る
か
n

肺
門
本
惑
が
複
数
で
あ
る
の
で
な
い
こ
と
は
切
か
で
あ
る

G

そ
の
理
由
は
よ
く
b
か
ら
な
い
が
、
或
は
高
位

、、

i

と
か
車
越
と
か
を
表
は
す
も
の
で
あ
ら
う

ε
不
可
。
閃
に
、
そ
の
動
詞
は
哨
半
数
を
話
し
て
ゐ
る
の
で
も
別
で
あ
る
。

衣
に
何
故
こ
白
様
に
ご
う
の
刑
者
を
重
ね
て
稀
ぶ
の
で
あ
る
か
。
そ
の
理
由
も
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
多
分
費
料
内
統
合
に
よ
る
関
係
で
は
な
い

草。
哨

μE
の
ヤ
ウ

1
品
神
が
、
ケ
E

人
の
ヱ
ル
一
刊
で
あ
っ
た
の
で
は
恋
い
か
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
モ

1
ぜ
が
こ
り
一
柳
に
品
目
っ
た
の

は
、
手
ナ
イ
山
に
於
て
む
あ
り
、
ケ
ニ
人
・
ミ
デ
ア
ン
族
と
同
盟
主
結
ん
だ
と
き
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
し
そ
れ
が
よ
し
ケ
一
一

人
の
紳
で
あ
り
、
束
方
の
影
響
を
交
け
た
も
の
が
あ
っ
て
も
、
モ

l
ゼ
並
に
イ
ス
ラ
エ
ル
族
に
と
っ
て
は
中
し
も
差
し
支
へ
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
モ

1
ゼ
は
そ
の
と
き
、
こ
の
紳
が
、
第
一
に
先
制
肌
ア
プ
ラ
ハ
ム
・
イ
サ
ク
・
ヤ
コ
フ
注
の
榊
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に

〉9
 

彼
自
身
及
び
イ
ス
ラ
孟
ル
を
域
及
よ
り
救
ひ
山
川
し
、
導
い
た
帥
で
あ
る
こ
と
、
第
一
て
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
有
力
な
一
族
レ
ア
族
は
早
く

。

か
ら
ケ
二
人
と
結
び
、
既
に
彼
等
の
信
仰
を
も
享
け
て
ゐ
た
と
云
ふ
こ
む
、
而
も
こ
の
ケ
二
人
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
傍
族
で
あ
っ
て
、

川
域
及
後
の
北
内
戦
時
代
に
有
力
な
る
同
用
者
と
な
っ
た
と
い
ふ
と
と
、
そ
れ
は
首
然
に
モ

1
ぜ
に
も
拝
さ
る
べ
く
あ
っ
た
ロ
第
四
に

こ
の
一
刊
は
イ
ス
ラ
エ
ル
杢
族
の
み
な
ら
品
川
、
呉
邦
を
も
統
ペ

B
つ
鴎
拝
せ
ら
る
ペ
雪
一
大
地
創
造
の
唯
一
絶
剖
紳
で
あ
る
と
意
識
せ
ら

れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
印
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
族
に
と
っ
て
の
ヤ

1
ウ
エ
柿
は
唯
一
紳
で
あ
っ
て
、
他
族
の
柿
を
認
め
る
も
の
で
な
い
。

従
う
て
或
は
モ
ア
プ
族
の
ケ
モ
シ
ユ
一
川
、
ア
ン
モ
ン
族
の
モ
ロ
グ
一
珊
の
如
き
是
の
族
に
だ
け
の
唯
一
一
間
奔
一
仰
と
は
建
ふ
。
己
主
に
ヤ

1
ウ
ヱ
紳
の
世
界
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
ャ

l
ウ
ヱ
紳
は
唯
一
絶
劃
紳
で
あ
る
と
と
、
宇
怖
を
創
造
し
、
人
組
を
統
べ
る
と
共
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
紳
な
の
で
あ
る
。

こ
の
川
の
本
態
は
勿
論
見
る
己
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
力
、
そ
の
柴
光
は
色
々
た
も
の
に
よ
っ
て
感
ん
宇
る
と
と
は
州
来
る
ド
例

へ
ば
尽
に
、
風
に
、
火
に
、
水
に
於
て
等
。
吠
に
こ
の
一
脚
の
伯
格
に
う
い
て
は
、
色
々
の
一
己
と
が
一
エ
へ
も
が
、
ま
づ
「
聖
な
る
榊
」
と

出考uぇ、 3:67) I-U境及、 Z 円一 8) 
10) Robin;，on; op. ciL p. 92 
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↑エム一一
H
葉
が
最
も
よ
く
去
は
す
で
あ
ら
う
。
そ
己
に
は
巌
繭
な
る
距
離
感
を
興
へ
る
。
時
に
は
荒
神
・
山
神
・
火
神
の
如
〈
見
ら
れ

る
が
叫
概
し
て
力
白
神
と
し
て
弱
る
こ
と
が
多
〈
、
「
全
能
の
耐
m
h
或
は
「
寓
軍
白
川
」
と
も
云
は
れ
る
。
主
主
b
叫
の
州
、
審
ト
刊
の

一
刷
と
も
、
時
に
は
「
嫉
み
の
一
利
L
U
さ
へ
お
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
義
の
件
と
い
ふ
印
象
を
奥
へ
る
こ
と
が
多
い
。
併
し
ヤ

I
ウ
T

一

澗
の
本
質
は
、
恩
寵
の
一
脚
、
愛
の
一
仰
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
新
約
に
主
る
ま
で
縫
ら
な
い
。
ャ

I
ウ
エ
が
解
放
の
帥
、
救
ひ
の
榊
で

あ
る
と
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
旺
感
で
あ
る
。
た
ビ
ヤ

l
ウ
ヱ
は
飽
く
ま
で
も
権
威
あ
る
存
十
代
で
あ
り
給
ふ
。
そ
れ
は
樺
力
で
は
在
い
。

義
を
合
ま
友
い
で
は
止
み
給
は
な
い
父
の
愛
を
持
つ
岬
で
あ
る
。

4
R
-フ
エ
ル
族
と
の
関
係
即
ち
契
約

ヤ
ー
ゥ
ェ
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
族
に
と
っ
て
は
聖
な
る
紳
、
設
な
る
刷
、
力
の
紳
と

(ニ)

し
て
畏
敬
さ
れ
る
己
と
が
多
か
っ
た
が
、
な
ほ
本
質
と
し
て
は
患
の
紳
、
恩
寵
の
一
神
、

t
h
K
ヂ
ス
ラ
ヱ
ル
ム
」
ヤ

1
ウ
ヱ
と
の
深
い
闘
係
が
あ
っ
た
。

、
、
.
、
、
、
.

盟

ヤ

E

O

Z

と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
閥
侍
を
考
察
す
る
前
に
、
一
一
肱
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
ー
と
は
回
世
的
な
り
干
例
人
的
な
り
や
、
白
ち
民
族
企
世
に
酎

Q
q
 

し
で
か
何
人
に
釘
し
て
か
と
一
宇
中
問
題
に
潤
れ
て
世
〈
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
ぶ
名
前
が
、
た
と
へ
ヤ
ヨ
プ
澗
習
に
輿
へ
ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
常

時
の
耽
態
に
於
て
は
旋
長
ー
と
し
て
は
掠
に
民
艇
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
I
C

考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
徒
に
、
紳
が
イ
ス
ラ
エ
ル
長
族
に
同
時

に
現
は
れ
た
こ
と
は
也
ず
し
も
屡
々
で
は
な
い
。
或
は
支
族
に
宗
族
に
、
ま
た
家
族
に
、
或
は
個
人
に
現
は
れ
、
一
ま
た
肯
げ
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
っ
た

そ
こ
で
何
れ
に
童
黙
が
あ
っ
た
か
と
一
五
よ
こ
と
に
な
る
が
、
私
は
共
同
値
と
い
ふ
も
の
L
民
の
性
質
か
ら
し
て
全
世
1c
酬
と
を
単
に
封
立
さ
せ
て
見
る

、

乙
と
吋
不
可
止
思
且
斗
中
勺
。
民
の
生
命
的
"
批
〈
同
挫
に
あ
つ
て
は
、
部
分
が
A
T
悌
の
た
め
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
〈
、
同
時
に
全
般
が
ま
た
部
分
の
た
め
に
も

、
、
、
、

あ
る
在
い
ふ
内
的
聯
闘
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

ャ
ー
ウ
ヱ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
特
別
な
る
閥
係
は
ま
づ
第
一
に
撰
び
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
白
川
パ
が
特
に
他
の
諸
民

、

族
に
先
ん
巳
て
撲
ば
れ
た
と
い
ふ
確
信
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
仰
の
恩
縫
で
あ
る
。
市
命
記
七
・
七
に
「
ヱ
ホ
パ
の
汝
ら
を
愛
し
汝
ら
を

、
、
、
、

撲
び
た
ま
ひ
し
は
、
汝
ら
が
寓
由
民
よ
り
も
数
多
か
り
し
に
困
る
に
非
十
、
汝
ら
は
高
の
一
民
の
中
に
て
最
も
小
き
者
な
れ
ば
恋
り
し

と
あ
る
を
以
て
明
か
た
如
〈
、
ヤ
ー
ウ
ヱ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
特
に
撰
ん
だ
と
い
ふ
の
は
、
建
ば
れ
る
に
相
感
じ
い
慣
他
部
イ
ス
ラ
Z

愛
の
岬
で
あ
る
と
し
て
打
ち
仰
が
れ
た
。
と

古
代
狛
大
共
同
障
の
成
立

第
五
十
三
巻

四
イb

第

拙

九
九
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古
代
輸
大
共
同
悼
の
成
立

第
五
十
=
一
巻

四
1¥ 

第

腕

O 
C 

ル
の
側
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
事
ろ
そ
の
慣
値
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
弱
小
の
子
は
、
最
も
親
の
愛
を
京
け
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
あ
る
。
故
に
子
の
側
に
於
て
誇
る
べ
き
何
も
の
も
友
い
告
で
あ
る
。
な
ほ
そ
れ
以
外
に
も
、

之
を
免
じ
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
子
々
孫
々
に
ヤ
1
ウ
ヱ
の
被
誌
を
特
に
草
け
る
己
と
が
出
来
た
の
で

あ
る
ロ
か
i

、
乙
撰
ぴ
は
日
比
に
つ
い
て
白
み
行
は
れ
た
の
で
は
た
く
、
そ
の
岡
土
に
つ
い
て
も
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
乳
と
笠

同

却

包

の
流
る
i
A

地
L

は
「
Z

ホ
パ
の
嗣
業
L

と
さ
れ
、
モ
乙
に
多
く
白
生
涯
を
典
へ
給
ふ
た
。

か
く
て
撲
ば
れ
し
も
の
に
は
自
ら
責
九
広
湧
く
わ
け
で
あ
る
。
既
に
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
は
寸
柿
の
ほ
と
占
「
ヱ
ホ
パ
D
民
叩
「
翠
き

羽

釘

知

釘

民
」
ま
た
「
ヤ

1
ウ
ヱ
の
所
有
L
、
「
わ
が
費
L
と
さ
へ
桝
ば
れ
た
。
「
我
は
彼
ら
の
一
仰
と
在
り
、
彼
ら
は
我
氏
と
な
る
べ
し
」
と
ヤ

l
ウ

エ
は
云
ひ
給
ふ
た
。
然
る
に
イ
ス
ラ
エ
ル
は
自
ら
を
閥
み
て
、
自
ら
潔
か
ら
ざ
る
に
潔
き
も
の
と
せ
ら
れ
、
弱
小
在
る
も
の
に
寓
軍

の
ヤ
1
ウ
ヱ
が
附
苦
給
ふ
。
こ
む
一
押
の
愛
、
一
柳
の
恩
鎚
に
封
し
て
感
謝
・
感
岡
山
の
情
は
自
ら
に
湧
〈
ぺ
〈
、
同
時
忙
責
任
は
強
く
呼

「
汝
の
先
細
た
ち
を
悦
び
て

ぴ
題
さ
れ
る
控
目
で
あ
る
。
撰
び
は
愛
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
試
み
で
も
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
特
捜
を
享
け
た
召
命
の
民
に
相
臨
し

い
試
錬
を
受
け
る
。
そ
れ
は
他
D
民
族
以
上
で
あ
る
。
耐
え
得
ざ
る
苦
悶
の
中
に
も
、
友
ほ
紳
は
究
極
の
救
ひ
を
約
束
し
給
ム
と
結

舗

叫
す
Z
。
一
押
の
図
。
到
来
と
そ
白
士
一
メ
シ
ア
の
問
現
を
限
り
無
く
待
望
す
る
の
で
あ
る
。

ヤ
E
ウ
エ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
特
別
な
る
闘
係
の
第
二
は
、
白
ら
に
し
て
契
約
(
出
O
Eご
と
怠
る
。
己
の
契
約
の
内
容
は
、
ま
づ
恩

恵
で
あ
る
。
約
束
で
あ
る
。
裏
み
を
奥
へ
る
己
と
で
あ
る
。
「
汝
が
建
て
た
る
も
の
に
非
る
犬
た
る
美
L
青
色
々
を
相
押
さ
せ
、
汝
が

盈
せ
る
に
非
る
諸
々
の
仕
物
を
致
せ
る
家
主
得
さ
せ
、
放
が
掘
た
る
者
に
あ
ら
ざ
る
掘
井
を
得
さ
せ
給
ム
ベ
し
」
と
あ
る
。
高
み
は

先
づ
人
に
つ
い
て
、
印
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
を
嗣
子
と
た
し
且
っ
そ
の
子
孫
を
殖
し
、
地
に
つ
い
て
は
カ
ナ
ン
の
地
を
刷
業
と
し
て
永
〈

奥
へ
且
つ
多
く
り
登
り
を
興
へ
よ
う
と
約
束
す
る
ー
ー

「
我
わ
が
契
約
を
我
と
故
布
よ
び
汝
白
後
の
世
々
自
子
孫
と
の
周
に
立
て
L

永
久
白
契
約
ー
と
な
し
パ
放
射
よ
び
放
の
後
円
子
孫
白
神
ー
と
な
る
ベ
L
。

23) サ ム烹ル前、 2:24 
25) イザZャ、 43:1 

27) エ レ ミ ア、 :;1:33い
救世主。石橋智信博士、「メシア思想を中心、とするイスラ

ザムエル桂、 14:13 
出挨及、 19:6 申命、 7，6
同境及、 19:5 
Messiah;受菅者、

担
珂
d
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ま
と
汝
の
後
の
子
孫
に
此
リ
事
寄
寓
雪
地
却

E
ナ
シ
の
土
地
を
奥
へ
て
永
久
的
産
業
と
な
さ
ん
。
同

L
で
我
彼
ら
の
耐
仰
と
な
る
ベ

L山

「
我
の
目
を
事
げ
で
、
世
の
居
る
鹿
よ
り
西
寅
北
南
を
型
品
、
凡
易
、
常
Jm
翻
る
左
と
ろ
の
地
は
韓
之
を
永
〈
世
L
C

常
的
商
に
興
ふ
ベ
し
。
世
放
の
後

詰
在
地
の
沙
白
如
〈
々
さ
ん
。
若
L
人
地
の
抄
を
数
ふ
る
と
ー
と
を
得
問
、
世
の
後
背
も
教
へ
ら
る
べ

L
。
世
起
ち
て
輔
棋
に
其
拙
を
行
き
巡
る
ベ

L
。

我
之
を
設
に
興
へ
ん
」

か
L

お
る
ヤ

1
ウ
エ
の
恩
哀
の
約
束
・
契
約
は
屡
々
繰
り
返
へ
さ
れ
た
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
凡
が
紳
の
試
錬
に
耐
え
る
と
き
、
そ
り

故
に
世
界
の
民
は
皆
祝
福
を
得
ん
と
云
は
れ
た
。

「
エ
ホ
バ
誌
し
給
ふ
。
我
己
を
指
し
て
誓
ふ
。
位
こ
の
事
を
矯
L
、
汝
の
子
即
ち
汝
の
硝
子
を
惜
ま
ざ
り
し
に
閃
り
て
、
我
大
に
放
を
租
み
、
又
大

に
汝
円
子
係
を
噌
L
C
天
の
日
生
の
如
〈
讃
の
抄
の
如
〈
な
ら
し
む
べ
し
。
祉
の
子
掛
は
其
敵
町
一
門
を
獲
ら
ん
。
叉
放
の
子
孫
に
よ
り
て
天
下
町
民
地
自
晒

担

加
を
得
べ

L
。
汝
わ
が
言
に
迩
ひ
た
る
に
よ
り
で
な
り
一
。

と
れ
ら
の
言
葉
は
ア
プ
ラ
ハ
ム
、
イ
ザ
ク
、
ヤ
コ
フ
を
初
め
イ
ス
ラ
エ
ル
の
先
阻
に
屡
々
一
帯
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
e

ま
た
従
っ

て
そ
の
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
麿
史
に
は
、
乙
の
様
た
一
仰
の
恩
恵
に
上
る
取
計
ら
ひ
が
屡
々
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
ま
た
ヤ

1
ウ

エ
の
約
束
は
、
四
弔
に
物
を
興
へ
人
を
富
ま
す
と
云
ふ
甘
や
か
す
関
係
で
は
な
く
て
、
常
に
そ
こ
に
は
試
錬
が
輿
へ
ら
れ
、
責
任
あ
る

摩
合
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
ャ
l
ウ
ヱ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
、
単
な
る
自
然
的
・
血
族
的
関

係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
聖
在
る
紳
で
あ
る
。
距
離
を
常
に
保
つ
神
で
あ
る
。
そ
の
距
離
を
飛
び
越
え
様
と
す
る
火
花
の

関
係
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
は
畏
敬
す
べ
き
神
で
あ
る
。
全
人
格
を
傾
け
て
舷
答
ナ
ベ
吉
一
珊
で
あ
る
。
契
約
と
云
ふ
も
の

が
、
か
i
h

る
榊
の
意
士
山
の
表
示
だ
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

か
く
て
要
す
る
に
契
約
は
、
紳
の
全
く
の
思
惑
で

b
り
、
約
束
で
あ
る
と
共
に
、
そ
こ
に
は
自
ら
責
任
を
問
は
れ
て
ゐ
る
一
式
は
ピ
誓

ひ
に
似
た
る
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。
と
の
紳
ヤ

1
ウ
エ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
民
と

D
闘
係
は
、
同
時
に
イ
ス
ラ
エ
ル
相
互
間
の
閲
係
と
な

り
、
か
L
る
意
味
で
の
共
同
感
情
に
基
い
て
祉
舎
規
範
は
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。

E
M
L
「
契
約
を
過
し
て
特
別
友
る
共
同
開
を
形
作
山

古
代
宿
大
共
同
挫
の
成
立

第
五
十
三
巻

=
一
四
九

告害

現

O 

エル宗敬丈化史寸参照。 29) 申命、 6・回以下。
創世、 17:7.8. 31) 創世、 I3:17. 32) 書U~モ、 22:17 ， 18
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占
代
猶
太
共
同
捜
白
成
立

第
五
十
三
巻

五
C 

第
=
嘘

C 

っ
た
り
で
あ
る
。
乙
の
契
約
に
基
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
族
は
統
一
さ
れ
た
り
で
る
る
ロ

ャ
ー
ウ
エ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
興
へ
た
契
約
の
完
成
は
、
究
組
に
於
て
一
紳
の
閣
の
到
来
に
於
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
先
づ
救
五
メ
シ

ァ
が
出
現
す
る
。
そ
り
待
望
。
約
束
が
契
約
白
内
容
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
れ
ま
で
に
は
、
契
約
は
色
々
な
徴
主
以
て
現
は
れ
る
。
初

円

ω

泊

め
に
は
ノ
ア
の
「
虹
」
と
な
っ
た
。
ア
プ
ラ
ハ
ム
の
「
改
名
」
、
イ
ザ
ク
の
「
削
鵡
」
、
ヤ
コ
プ
の
「
石
」
、
或
ひ
は
モ

1
ゼ
の
「
主
凸
住
、

4

4

 

火
の
往
」
、
時
に
は
「
概
」
で
さ
へ
も
あ
る
。
併
し
契
約
の
本
版
は
、
大
憾
に
於
て
吹
白
四
つ
に
表
は
れ
た
と
云
へ
る
。

(
イ
)
預
言

|
l預
一
一
日
は
、
所
謂
預
言
者
を
通
し
て
示
さ
れ
た
一
岬
の
一
戸
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
契
約
の
一
つ
の
表
は
れ
で
あ
る
c

預

三
者
は
、
照
需
の
意
味
に
よ
れ
ば
大
館
一
一
つ
に
在
る
。
一
う
は
「
見
る
者
L
(
問。、
o
Y
2
0
k
m
V
)

で
あ
り
、
他
は
「
告
げ
る
者
L
(
出
品
と
で
あ

る
。
前
者
が
幾
分
白
い
や
う
で
あ
る
が
、
共
に
そ
の
働
委
は
耐
の
言
葉
を
執
成
す
E
と
で
あ
る
。
一
一
山
ほ
ど
、
仲
保
者
で
あ
る
。
一
刊
の

代
問
問
者
と
し
て
「
ヤ
l
ウ
ヱ
斯
〈
一
E
O
給
へ
り
!
一
(
吉
正
日
号

2ZZM)
と
常
に
去
ム
。
厄
に
「
一
岬
の
日
↑
で
あ
る
。
彼
の
心
は
鏡
の
如
く
な

川
切

り
、
紳
の
云
は
ん
と
す
る
と
と
ら
を
そ
の
ま
L
語
り
、
士
た
と
れ
を
解
揮
す
る
。
「
ヤ

I
ウ
ヱ
は
そ
の
隠
れ
た
る
こ
と
主
そ
の
僕
た

る
疎
一
日
持

ι侍
へ
十
し
て
は
何
事
を
も
策
し
た
ま
は
や
し
と
云
ふ
如
し
。

ィ
ほ
ラ
エ
ル
の
歴
史
に
於
て
預
三
を
帰
す
者
と
云
ふ
の
は
可
成
句
古
く
か
ら
あ
り
、

7
プ
ラ
ハ
ム
の
如
昔
も
そ
の
初
め
と
見
ら
れ

ω

曲

。

る
が
、
普
通
モ

i
ゼ
の
頃
か
ら
と
す
る
。
そ
の
後
士
川
時
代
の
女
預
一
一
何
者
デ
ポ
ラ
、
サ
ム
エ
ル
、
王
朝
時
代
の
ナ
タ
ン
、
ガ
ド
。
市

北
側
時
代
目
エ
リ
7

エ
リ
シ
7
等
は
有
名
で
あ
る
。
彼
ら
は
諸
族
を
肋
ま
L
、
外
敵
を
防
ぎ
、
民
族
む
統
一
を
計
り
、
時
に
は
王

を
選
ぴ
、
王
を
助
け
た
が
.
ま
た
艮
く
と
れ
に
忠
昔

L
、
宗
教
的
危
期
に
警
告
を
丹
波

L
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
併
し
多
く
の
者
は
、

祭
祉
刈
の
近
〈
V
L

群
を
た
し
、
的
公
司
を
助
け
て
ゐ
た
も
の
L
様
で
あ
る
。

併
し
紀
足
前
八
肘
紀
頃
か
ら
は
、
少
し
く
預
三
者
の
態
度
に
務
化
が
生
じ
た
。
所
謂
記
漣
預
一
一
同
者
の
時
代
と
友
り
、
預
三
者
心
真

面
白

E
耕
民
布
す
る
や
う
に
在
っ
た
。
ア
モ
ス
、
ホ
ゼ
ア
、
イ
ザ
ャ
、
ミ
ヵ
、
ヱ
レ
ミ

y
。
姉
悶
後
白
ヱ
ゼ
キ
ヱ
ル
、
第
二
イ
ザ
ャ
、

、，y.Eichrodt; Tlleologie des Alten Te:;taments， 1， Leipug. 1933， S. 6 
浅野、「奮約聖書」凹頁 36) 創Ilt-.9: 3. 37) 同、 17:5・
同、 17:26. 39) 同、 31: 44. 40) 出境及、町一 21f. 
l~般、 10: 35王 ザムエル前、 4:7以下。
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タ
ニ
エ
ル
等
が
特
に
有
名
で
あ
る
。
彼
ら
は
時
世
に
嫡
ぴ
宇
、
権
勢
に
阿
ら
中
、
耐
の
御
門
を
直
一
不

-
E
4一
目
し
て
惜
ら
た
か
っ
た
の

時
に
宗
教
の
純
粋
と
枇
合
的
正
義
と
主
主
張
し
、
ま
た
民
来
の
一
慰
め
手
企
し
て
附
界
史
忙
瀬
容
友
も
の
と
在
っ
た
。

律
法
|
|
ヤ
1
ウ
エ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
契
約
が
、
最
も
箪
的
・
内
的
に
友
は
れ
た
も
の
が
預
言
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
律
法

は
そ
れ
が
外
的
・
形
式
的
に
表
は
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
同
来
上
ぅ
。
律
法
は
契
約
の
依
件
で
あ
る
と
云
ふ
が
、
確
に
そ
の
一
つ

(

ロ

)

で
あ
る
。

律
法
は
ま
づ
毛
1
ゼ
の
十
誠
山
於
て
最
も
典

m一
的
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
と
に
は
凡
ペ
て
「
ず
る
勿
れ
J

一
と
あ
る
が
故
に
、
確

品

、

、

、

、

、

、

、

に
誠
め
で
あ
る
。
モ
ー
ゼ
は
最
高
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
正
-
五
ふ
。

f
誠
の
中
は
J
一
市
教
的
規
定
と
そ
れ
に
基
〈
倫
理
的
・
枇
合
的
規
定

同

拓

郎

町

と
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
と
の
様
な
順
序
は
、
そ
の
後
の
所
謂
契
約
書
、
巾
八
叩
法
、
型
潔
法
、
川
町
司
法
等
に
何
れ
も
踏
襲
さ
れ
ご
ゐ
る

こ
れ
ら
の
諸
律
法
の
規
定
が
一
刊
の
意
志
の
指
一
別
で
あ
り
、
命
令
で
あ
り
、
教
訓
で
あ
る
己
と
は
常
然
で
あ
る
が
、
そ
の
本
質
が
飽
く

ま
で
も
前
掲
、
契
約
削
ち
約
束
の
一
つ
の
表
は
れ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
は
な
ら
た
い
。
然
る
に
己
れ
を
主
と
し
て
取
批
ふ
祭
司
・

教
師
等
が
後
に
た
い
h

形
式
的
在
意
味
に
解
し
た
り
は
誤
り
で
あ
る
。

智
措
置
|
1
i
抑
悶
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
特
に
律
法
P
宜
ん
中
る
株
忙
在
う
た
が
、
そ
の
後
智
禁
ま
た
は
教
訓
・
丈
撃
の
形

式
を
以
て
、
契
約
の
民
と
し
て
の
責
任
を
自
費
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
が
現
は
れ
た
。
と
れ
は
ペ
ル
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
等
の
丈
化
の
影
響

を
多
く
受
け
た
時
代
で
も
あ
る
。
箆
一
一
υ
、
停
遺
書
、
ソ
ロ
壬
シ
の
押
話
、
ベ

y

・
シ
ラ
白
智
禁
、
詩
篇
、

( 

ノ、

) 

ヨ
プ
記
、
雅
歌
等
は
何
れ

も
か
ミ
る
傾
向
を
一
不
す
。

f

そ
れ
か
ら
更
に

F
っ
て
、
羅
馬
の
統
治

F
に
た
っ
て
か
ら
、
特
に
鰍
一
市
と
い
ふ
新
し
い
形
式
が
現
は
れ
る
や
う

に
危
う
た
。
現
寅
の
匪
泊
一
の
下
に
、
た
ほ
契
約
を
値
…
ぇ
、
そ
れ
を
搾
か
ん
と
す
る
と
き
必
然
に
採
ら
れ
る
型
で
あ
る
。
ダ
ニ
ヱ
ル
昔

( 

〉

献
示

そ
の
他
の
岬
秘
的
・
夢
一
幻
内
在
表
現
主
採
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
所
謂
賦
一
不
丈
島
干
の
形
式
を
生
み
後
に
影
響
す
る
と
と
ら
大
き

古
代
指
大
共
同
観
的
成
立

第
壬
十
三
巻

まL

参事

競

O 

翠脊に酔て、 91司(サムエル書7ft巳ij)ロ
エレ~-t、 15; 19; イザヤ、 ]0:2 
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古
代
猶
大
共
同
値
目
成
立

第
五
十
三
巻

か
っ
た
。

四

結

五

第

挽

古
代
狛
太
の
共
同
慌
が
成
立
す
る
た
め
に
は
長
い
準
備
の
期
間
が
あ
っ
た
。
併
し
そ
れ
が
兵
開
的
に
明
確
な
形
を
採

っ
た
D
は
、
モ
ー
ゼ
が
シ
ナ
イ
山
に
於
て
ヤ

l
ウ
ヱ
と
契
約
を
結
ん
だ
頃
で
あ
る
。
出
咲
及
が
紀
え
前
一
四
四
五
年
一
頃

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
徐
り
建
く
泣
い
時
期
で
あ
る
。

己
む
共
同
酬
聞
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
神
ヤ

1
ウ
ヱ
と
特
別
左
閥
係
に
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
が
大
切
で
あ
る
。
特
別

な
闘
係
と
い
ふ
の
は
、
ま
づ
彼
等
が
特
撲
の
民
と
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
白
魔
で
あ
る
。
而
も
彼
等
に
そ
れ
に
遁
し
い
債
値

が
あ
る
の
で
は
た
く
て
、
却
で
そ
れ
だ
貯
の
慎
値
が
無
い
弱
小
の
民
で
あ
っ
た
か
ち
で
あ
る
。

己
、
に
神
白
本
質
が
岡
山
由
聞
の
柿
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
民
に
は
そ
れ
だ
け
の
責
任
が
要
求
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
閥
係
は
具
髄
的
に
は
契
約
と
在
っ
た
。
従
て
契
約
の
内
容
は
、
一
脚
の
恩
恵
の
約
束
で
あ

る
。
神
の
悶
到
来
の
約
束
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
と
同
時
に
僚
件
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
が
試
錬
で
あ
る
。

彼
ら
は
特
別
攻
試
錬
を
受
け
ね
ば
在
ら
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
が
特
捜
心
民
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
と
に
於
て
「
主
の

僕」
(
d
g
L
J
p
r
z
r「
四
恩
偲
が
現
れ
た
。
自
ら
は
悲
惨
友
生
涯
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
を
救
ひ
、
杢
人
類
を

救
ふ
己
と
に
な
る
と
い
ん
、
紳
白
愛
を
最
も
よ
く
表
す
も
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
既
に
「
洞
古
」
(
昔
苦
言
又
の
蔭
が

色
濃
く
差
し
込
ん
で
ゐ
る
。
か
く
て
契
約
の
意
味
は
買
は
踊
品
目
の
徴
た
り
で
あ
る
。
預
一
一
u
者
エ
レ
ミ
ア
が
「
一
新
し
き
契

約

百
E
F
V
E
E
V品
)
を
立
つ
る
日
来
ら
ん
」
「
わ
れ
我
が
律
法
主
心
の
上

h
L

録
さ
ん
」
。
と
云
っ
た
の
は
、
疋
に
己
の

耐
音
到
来
白
預
一
一
一
回
で
あ
る
。

か
く
て
要
之
、
古
代
治
太
の
共
同
慨
を
成
立
さ
せ
た
も
の
は
、
契
約
で
あ
Z
。
そ
れ
は
時
比
預
言
・
律
法
・
智
慧
・

黙
示
訟
と
与
し
て
表
は
れ
た
。
而
も
こ
れ
を
支
へ

E
つ
生
成
せ
し
め
た
所
以
の
も
の
は
、
新
し
き
契
約
(
踊
苦
)
へ
の
待

仲
主
で
あ
っ
た
と
去
ム
己
と
が
出
来
る
。
(
一
六
、
豆
、
叶
一
)

O 
P-~1 
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